
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 23 年 5 月 6 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：インドシナ地域研究 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：ベトナム，中国，ASEAN，地域協力，経済回廊 
 
１．研究計画の概要 

本研究はベトナムを中国・ASEAN諸国間の
重要な結節点と位置づけ，ベトナムが隣接す
る大国である中国からの政治的・経済的攻勢
を前にして，政治的対等性の確保とASEAN
の一員としての立場からの経済協力推進とい
う二つの課題をいかにして両立させながら，
結節点としての定位を設定しようとしている
のかを明らかにすることを目的としている。 

具体的には，ベトナム・中国間で展開され
つつある越境開発プロジェクト「二回廊一経
済圏」（昆明＝ラオカイ＝ハノイ＝ハイフォン
回廊，南寧＝ランソン＝ハノイ＝ハイフォン
回廊，環トンキン湾経済圏）に重点をおき，
近年表面化している停滞状況がいかなる要因
によるのか，現地調査を通じて，冒頭の課題
設定との関連において解明を進める。 
 
２．研究の進捗状況 
 研究目的を解明するために，初年度は南寧
＝ランソン回廊，二年度目はトンキン湾沿海
地域，三年度目は昆明＝ハノイ回廊をそれぞ
れ調査の重点に設定し，現地の研究者やベト
ナムの中央政府・地方政府官員へのインタビ
ューと関連資料の収集及び分析を行ってき
た。「二回廊一経済圏」プロジェクトは依然
として停滞状況にあり，両国間の温度差はよ
り顕著になってきている。このままの状態が
続けば，近未来に両国においてインフラの近
代化は進展するものの，通関のワンストップ
方式や車両の越境通行も実現せず，経済回廊
とはほど遠くなる事態に至ることが予想さ
れる。大きな要因として，中国に対して大幅
な貿易赤字を抱えるベトナムにとって，「二
回廊一経済圏」の実現はメリットがないとい
う事情が存在することは確かだが，それにも

まして「二回廊一経済圏」をめぐる両国間の
認識が齟齬をきたしていることが，その実現
に否定的な影響を及ぼしている。中国が「一
軸二翼」構想に象徴されるように広域的な戦
略に立脚するのに対し，ベトナムは「二回廊
一経済圏」を実質的に地方政府間のマターと
みなしている。しかも地方政府間においてす
ら，両国の国境地帯を包括した経済区（跨境
経済合作区）を想定する中国と経済区を自国
領内に限定する（国境経済区）ベトナムとで
は発想に大きな差がある。このような認識の
齟齬が解消されない限り，「二回廊一経済圏」
の建設が加速化する可能性は弱いと考えら
れるが，これは両国の行政システムの差異に
も起因する問題であり，容易に解決はしない
ものと思われる。さらに中国が ASEAN を意
識し，ベトナムをその入口ととらえているの
に対し，ベトナムを含め，ASEAN 諸国がま
とまって，例えば「一軸二翼」のような
ASEAN を射程に入れた構想に対応しようと
する気配はみられないため，中国にとっても
広域的な経済回廊構想の実現は容易ではな
いことが予想される。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 （理由）ほぼ当初の計画通りに進展してい
るが，ベトナムと異なり，中国（広西壮族自
治区，雲南省）では地方政府官員に接触する
ことが著しく困難になっており，中国側の戦
略や意図は広西や雲南の研究者を通じてし
か把握することができない状況である。この
問題に関しては，ベトナム側からの情報入手
が可能であるため，決定的な支障とはなって
いないが，中国側の動向を間接的にしか知り
得ない点で，本研究課題にとっての限界とな
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っている。他方，当初の計画では視野に入れ
ていなかった，南シナ海をめぐる中国の動向
が国際的な関心をよぶことになり，「二回廊
一経済圏」の将来にも影を落としつつある。
この点に関しては，この問題を早くから注視
してきたベトナム外務省外交学院の支援と
協力を得られており，本研究課題の最終成果
に反映させる予定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 

最終年度にあたる2011年度は，ハノイで

ベトナムの研究者及び中央政府・地方政府

関係者と共同で，4年間にわたる本研究課題

の成果を総括するための国際ワークショッ

プを開催する。そこでの報告は，加筆修正

を経た上で，ベトナム語で刊行し，現地へ

の研究成果還元を図る。これと並行して実

施される調査は，これまでに解明の不十分

な問題と，過去3年間に研究を遂行する過程

で浮上してきた問題との探求に充てられる。

具体的には，①国防経済区の概念や建設の

進捗状況②今後のベトナム・中国関係，中

国・ASEAN関係を左右することになると思

われる南シナ海問題に対する関係各国の動

向に関して，ベトナムの関係各機関や担当

者に対するインタビューを行うほか，文献

資料の収集を通じて分析を行う。また，ベ

トナム・中国間の経済回廊建設が機能しな

い中で，中国側における代替回廊ともいう

べき，雲南＝ラオス＝タイ・ルート，雲南

＝ビルマ・ルートの建設進捗状況を雲南省

において調査し，本研究課題の成果をより

確実なものとする。 
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